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独立行政法人環境再生保全機
構地球環境基金の助成を受け
て作成しています。

こんにちは！オオキチくんです。
今回はウスバキトンボくんをしょうかい
するよ！オオキトンボと色がにているの
で、ときどきまちがわれるんだ。

協力：風早活性化協議会

成虫
（せいちゅう）

幼虫を見つけるコツは、
カタバミの葉にある、
すかしのような食べあ
とですが、小さいので
見つけにくいです。卵
も見つかります。

食べあと・卵を見つけ
たら、食草ごとはち植
えして、根元にかれ葉
などをおいておけば、
サナギなども観察
できます。
（高橋士朗氏
（愛蝶会会員））

コオイムシは「子負虫」と書きます。昆虫類（こん
ちゅうるい）ではめずらしく、オスが単独（たんどく）
で子どもの世話をします。水田やため池などの岸
辺（きしべ）の水草をあみですくってさがしてみてく
ださい。さらに、小さな幼虫のうちは、ボウフラを食
べるお助けマンです。 （若山勇太、 写真：豊田康二）

あのムシは今？！【コオイムシ】

ウスバキトンボ

ヤマトシジミ

ウスバキトンボ（トンボ科）
・体長は5㎝ほど。
・世界一分布（ぶんぷ）が広い
トンボ。
・幼虫はため池や田んぼ、プー
ル、貯水槽（ちょすいそう）、
一時的にできた水たまりなど
にいます。 幼虫（2.5cm）

空き地や田んぼなどの上空ではたくさんの
ウスバキトンボが飛びます。カなどを食べ
たり結婚（けっこん）相手（あいて）をさがし
たりしているようです。 （写真：上石富一氏）

～みんな一度は見たことあるはず！～

赤色が強いウスバキトンボ

幼虫の食草（しょく
そう）はカタバミ

サナギは
7～8㎜くらい

・日本には毎年春に南の地域から渡（わた）ってきます。

・翅（はね）が広くてうすく、体も軽いので、グライ
ダーのように飛 びます。

・日本に来たウスバキトンボは、卵～成虫を数回くり返
しながら北に移動（いどう）します。

・卵から１か月ほどで成虫になります！

・お盆（ぼん）に多いので盆トンボと呼ばれます。

・冬になると日本のほとんどの地域では、ウスバキトン
ボは寒さで死んでしまいますが、沖縄県（おきなわけ
ん）の八重山諸島（やえやましょとう）では幼虫が越
冬（えっとう）しています。

（武智礼央）

軽い体で大きな
翅（はね）をしている

からずっと
飛べるよ！
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そうやったんかい！外来生物 ㉗

オオキトンボの産卵観察会！さんかしゃ
ぼしゅう！

大月山 953ｍ 高縄山への県道178号線の石ヶ峠（と
うげ）から、幸次ヶ峠4.3kmへの四国の道を30分進むと
電波塔（でんぱとう）があり、その先に展望台（てん
ぼうだい）があります。そこから10分で大月山へ行く
分かれ道があり、さらに15分歩くと山頂の三角点（さ
んかくてん）に着きます。山頂の見晴らしは悪いけれ
ど、四国の道ぞいにキツリフネが咲きます。

風早の山

ため池やあぜ道の草地に生える多年草。春に
ビー玉ほどの球根（きゅうこん）から細長い葉を出
します。その葉は夏にはかれますが、秋になると
くきをのばしてピンク色の花を咲かせます。

★ツルボ

今月の植物

ヨーロッパ原産で、道ばたや石がきのすきま
などに生える多年草。ツル性のくきをのばし
て地面をおおうようにひろがります。愛媛県
に入ってきてまだ35年ほどですが、各地でふ
つうに見られます。

ツタバウンラン

【日 時】 10月16日（土）10：30～12：00
※雨の場合、10月23日同時間にえんき
【集 合】 10：30 北条児童センター

駐車場 （松山市河野別府937）
★申込み不要、参加費無料
【問合せ】 090-1579-6995（松井）
天気がよければ、目の前でオオキトンボ
の産卵が見られます。ただし、くもりや強
風、気温が低いときは、産卵に来ない場
合があります。

秋だ！渡りだ！シギチ
（シギ・チドリ類）がおもしろい！

セイタカシギ キアシシギ＊ キョウジョシギ＊ ソリハシシギ＊

ホウロクシギ＊

オオソリハ
シシギ＊ トウネン＊ メダイチドリ＊

ムナグロ＊

秋は渡りの季節だ。北で繁殖（はんしょく）したシギ・チドリ類（るい）が越冬
（えっとう）のために南下（なんか）するときに、風早地域の河口（かこう）やた
め池、水田などに一時的に立ち寄るんだ。粟井（あわい）川の河口や高山川の河口
などは絶好（ぜっこう）の観察（かんさつ）ポイントだよ。干潮（かんちょう）か
ら満潮（まんちょう）にかけて、いろいろなシギ・チドリ類がえさ採りをしていた
り、休んでいたりするので、注意深く観察してみよう。双眼鏡（そうがんきょう）
やスコープがあると、くちばしの長さやえさ採りなどの行動をくわしく観察できる
よ。しぶくておしゃれなシギ・チドリ類は多くのバードウォッチャーに人気なんだ。
いろいろなシギ・チドリ類に出合って、渡りを実感（じっかん）してみよう。 （写真＊：濱田彰博氏）

わた


